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学歴 

2006 年 3 月：福島県立安積高等学校 卒業 
2010 年 3 月：東北大学薬学部 卒業 
2012 年 3 月：東北大学大学院薬学研究科 生命薬科学専攻 修士課程 修了 (薬科学) 
2015 年 3 月：東北大学大学院薬学研究科 生命薬科学専攻 博士課程 修了 (薬科学) 
   
職歴 

2014 年 4 月－2015 年 3 月：東北大学大学院薬学研究科 日本学術振興会特別研究員 (DC2) 
2015 年 4 月－2019 年 9 月：東北大学大学院薬学研究科 助教 
2018 年 4 月－2019 年 4 月：カルガリー大学医学部 日本学術振興会海外特別研究員 
2019 年 10 月－現在：熊本大学発生医学研究所 助教 
   
受賞 

2011 年 10 月：第 50 回記念日本薬学会東北支部大会 若手研究者発表賞 
2013 年 4 月：24th Biennial Joint Meeting ISN and American Society for Neurochemistry Travel Award  
2013 年 9 月：The 3rd congress of Asian College of Neuropsychopharmacology Travel Award 
2013 年 9 月：The 3rd congress of AsCNP、JSNP Excellent Presentation Award for AsCNP 2013 Beijing 
2013 年 9 月：第 15 回応用薬理シンポジウム 最優秀賞 
2014 年 8 月：The 12th Meeting of the APSN Travel Award 
2014 年 8 月：The 12th Meeting of the APSN A Bronze Awardee in the Oral Presentation Award 
2015 年 3 月：東北大学 総長賞 
2016 年 9 月：第 38 回日本生物学的精神医学会・第 59 回日本神経化学会大会合同年会 優秀発表賞 
2017 年 8 月：日本薬学会薬理系薬学部会奨励賞 
2017 年 9 月：日本神経化学会奨励賞 
2017 年 12 月：東北大学大学院薬学研究科長賞 
2019 年 7 月：東北大学大学院薬学研究科長賞 
2019 年 10 月：Excellent Research Award for AsCNP2019 
2019 年 12 月：日本薬学会東北支部奨励賞  
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20. Yamaguchi K., Shioda N., Yabuki Y., Zhang C., Han F. & Fukunaga K. SA4503, A Potent Sigma-1 
Receptor Ligand, Ameliorates Synaptic Abnormalities and Cognitive Dysfunction in a Mouse Model of ATR-
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英語総説・著書 
1. Asamitsu S., Yabuki Y., Ikenoshita S., Wada T. & Shioda N. Pharmacological prospects of G-quadruplexes 
for neurological diseases using porphyrins. Biochem Biophys Res Commun. 531(1):51-55. (2020) 
2. Yabuki Y. & Fukunaga K. Clinical Therapeutic Strategy and Neuronal Mechanism Underlying Post-
Traumatic Stress Disorder (PTSD). Int J Mol Sci. 20(15). (2019) 
3. Fukunaga K., Izumi H., Yabuki Y., Shinoda Y., Shioda N. & Han F. Alzheimer's disease therapeutic 
candidate SAK3 is an enhancer of T-type calcium channels. J Pharmacol Sci 139, 51-58. (2019) 
4. Fukunaga K. & Yabuki Y. SAK3-Induced Neuroprotection Is Mediated by Nicotinic Acetylcholine 
Receptors. Nicotinic Acetylcholine Receptor Signaling in Neuroprotection. Singapore: Springer. Chapter 9. 
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日本語総説・著書 
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diseases]. Nihon Yakurigaku Zasshi. 154(6):294-300. (2019) 
4. 矢吹 悌, 塩田 倫史 & 福永 浩司. T 型カルシウムチャネルによる神経新生調節と創薬 月刊「細
胞」 2019 年 12 月 
5. Fukunaga K., Yabuki Y., Takahata I. & Matsuo K. Neurological mechanism and therapeutic strategy for 
posttraumatic stress disorders. Nihon Yakurigaku Zasshi. 152(4):194-201. (2018) 
6. 矢吹 悌 & 福永 浩司. 脳虚血・再灌流障害とグルタチオンの脳保護効果 脳循環代謝（日本脳循
環代謝学会機関誌） 26(2):39-43. (2015) 
7. Yabuki Y., Nakagawasai O., Tadano T. & Fukunaga K. Imaging monitoring method of CaMKII activity by 
immunohistochemical analysis in schizophrenic model rats. Yakugaku Zasshi 133, 501-506. (2013) 
 

獲得競争資金 

文部科学省科学研究費 (代表) 
[1] 令和 5〜7 年度 学術変革領域研究(B) 直接経費 21,400 千円（間接経費 6,420 千円） 
  【アミロイドと核酸高次構造】RNA 相転移によるメタアグリゲート形成と伝播 
[2] 令和 3〜5 年度 基盤研究 (C) 4,290 千円（間接経費 990 千円） 
    RNA グアニン四重鎖による α-シヌクレイン凝集・伝播調節機構の解明 
[3] 令和 1〜2 年度 若手研究 4,160 千円（間接経費 960 千円） 
   ストレス誘発性うつ様行動における T 型カルシウムチャネル機能解析 
[4] 平成 29〜30 年度 若手研究 (B) 4,160 千円（間接経費 960 千円） 

T 型カルシウムチャネルによる神経新生調節機構の解明と創薬研究 



[5] 平成 27〜28 年度 研究活動スタート支援 2,470 千円（間接経費 570 千円） 
 FABP3 リガンドを用いた新しいパーキンソン病治療の創製 
[6] 平成 26 年度 特別研究員奨励費 1,000 千円 
 統合失調症モデル動物を用いた認知機能改善のための創薬研究 
文部科学省科学研究費 (分担) 
[1] 令和 5〜8 年度 基盤研究(A)   
  G4RNA 相分離による神経機能制御メカニズムの解明（研究代表者 塩田倫史） 
[2] 令和 5〜7 年度 学術変革領域研究(B)   
    メタアグリゲートの超分子挙動と動的キャプチャー（研究代表者 村上一馬） 
 
その他の省庁研究補助金 (代表) 
[1] 令和 4 年度 日本医療研究開発機構 橋渡し研究（シーズ A）2,823 千円 

  ストレス耐性メカニズムに基づいた新規抗うつ薬の開発 

[2] 令和 3～5 年度 日本医療研究開発機構  
 脳とこころの研究推進プログラム（領域横断的かつ萌芽的脳研究プロジェクト） 36,000 千円 
 RNA 相転移によるシヌクレイノパチー発症機序の解明 
[3] 令和 3～6 年度 日本医療研究開発機構 
   革新的先端研究開発支援事業（AMED-PRIME）研究開発領域「プロテオスタシスの理解と革新

的医療の創出」40,000 千円 
   RNA 相転移によるプリオン性タンパク質のプロテオスタシス破綻機構 
[4] 平成 29 年度 日本医療研究開発機構 橋渡し研究（シーズ A） 2,733 千円 
 新規 T 型カルシウムチャネル阻害化合物による抗てんかん薬の開発 
その他の省庁研究補助金 (分担) 
[1] 令和 5〜7 年度 日本医療研究開発機構 

エイズ対策実用化研究事業  7,500 千円（研究代表者 野村拓志） 
  HIV リザーバー解析に資する組織・細胞種特異的抗原発現マウスパネルの研究開発 
 
財団等補助金 (代表) 
[1] 公益信託成茂神経科学研究助成基金  令和 4 年度 研究助成金  520 千円 
   RNA 相転移の神経病態生理学的意義の解明 
[2] 興和生命科学振興財団  令和 3 年度 研究助成金  1,000 千円 
   核酸高次構造による脳アミロイドーシス発症機構の解明 
[3] 公益財団法人 薬理研究会 研究助成金 1,000 千円 
  核酸高次構造に着目したシヌクレオパチー治療薬の創製 
[4] 一般財団法人 山口記念科学振興財団 研究助成金 1,000 千円 
  ストレス性うつ様行動の誘導における T 型カルシウムチャネル機能の解明 
[5] 公益財団法人 武田科学振興財団 「2019 年度薬学系研究継続助成」 研究助成金 3,000 千円 
  FABP3 欠損マウスにおける恐怖記憶消去機構障害の神経薬理学的研究 
[6] 令和 1 年度 西宮機能系基礎医学研究助成基金 500 千円 
   脂肪酸結合蛋白質 3 (FABP3) 欠損による恐怖記憶消去障害機構の解析 
[7] 平成 30 年度 小野医学研究財団  研究奨励助成 1,000 千円 

恐怖記憶消去機構における脂肪酸結合蛋白質 3 機能の解析 
[8] 平成 28 年度 武田科学振興財団  薬学系研究奨励 2,000 千円 
 FABP3 欠損マウスにおける恐怖記憶消去機構障害の神経薬理学的研究 
[9] 平成 28 年度 GSK ジャパン研究助成 2,000 千円 
 マウス海馬歯状回の神経新生における T 型カルシウムチャネル機能の解析 
[10] 平成 28 年度 薬学研究奨励財団研究助成金 1,000 千円 

Ｔ型カルシウムチャネルを標的とした統合失調症認知機能障害改善薬の基礎研究 
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